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第３章　史跡河越館跡の概要第３章　史跡河越館跡の概要

第１節　史跡指定に至る経緯第１節　史跡指定に至る経緯

江戸時代の地誌である『新編武蔵風土記稿』の上戸村の項目には、河越氏への言及はな

いものの、川越の上戸にかつて武士の館があったと伝承されていたことが記されており、

昭和 7 年（1932）に河越館跡は県指定史跡となった。ところが、戦後の高度経済成長に

伴う急速な都市化の波は上戸にも至り、昭和 44 年（1969）9 月には史跡指定地内で不動

産会社による宅地造成工事が計画された。この計画に対して地元住民から河越館跡の保存

運動が起こり、一部工事は始まっていたものの、埼玉県と川越市の勧告により工事は中止

された。翌年、不動産会社と川越市が協議を行い、埼玉県の補助を受けて開発の対象地を

川越市が取得することとなった。

昭和 47 年（1972）には、川越市が計画した小学校建設の予定地の一部が県指定史跡の

範囲に一部及ぶことから、地元関係者を含めて国、埼玉県、川越市との間で協議が行われ

た。その結果、河越館跡の範囲を明確にすることが必要となり、昭和 48 年（1973）、川

越市は国庫補助を受けて範囲確認調査（河越館跡第 1 次調査）を実施した。

範囲確認調査の成果を受け、昭和 50 年（1975）11 月には、国の文化財保護審議会が

河越館跡を国史跡に指定すべきという答申を行った。その後、河越館跡の国史跡指定に向

けた手続きを進め、昭和 58 年（1983）には史跡指定地内の地権者の同意を得ることがで

きた。そして昭和 59 年（1984）12 月 6 日の官報告示により、河越館跡は国史跡に指定

された。
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第２節　史跡指定の状況第２節　史跡指定の状況

Ⅰ．指定告示
文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）第 69 条第 1 項の規定により、次の表に掲げ

る記念物を表 2 に掲げる理由によって史跡に指定する。

　　昭和 59 年 12 月 6 日
指定理由

（1）指定基準　　特別史跡名称天然記念物及び史跡名称天然記念物指定基準
　　　　　　　史跡 2（城跡）による

（2）説　　明　　河越館跡は、現在の川越市の北西部、入間川西岸に位置し、その規模は遺存
　　　　　　　土塁の外周に検出された堀跡を含めて約 5 万平方メートルである。
　　　　　　　　河越館跡は、鎌倉時代から南北朝時代にかけて有力な関東武士であった河越
　　　　　　　氏の城館の遺跡であり、中世武家政権を支えた在地領主の実態を究明する上に
　　　　　　　おいてきわめて重要な遺跡である。

備考　官報告示　昭和 59 年 12 月 6 日付　文部省告示第 142 号

Ⅱ．指定説明文
鎌倉時代の関東武士のなかで、とりわけて重鎮の位置を占めた河越氏の館跡である。遺

跡は、現在の川越市の北西、入間川西岸に接する平坦地にあり、その東南部を占める常楽

寺境内をはさんで、東西約 150 メートル、南北約 200 メートルの方形の区画を思わせる

高さ 1 ～ 3 メートルの土塁及びその外側の堀が一部遺存している。

川越市教育委員会が、昭和 46 年～ 50 年に実施した発掘調査により、平安時代末期か

ら戦国時代にかけての堀や井戸、住居などの遺構が検出され、『新編武蔵風土記稿』が上

戸村常楽寺の挿絵として描く河越館跡の姿が、現地においてほぼ確認されるに至った。

河越氏は、秩父氏の一族で、平安時代に河越荘の開発領主として勢力があり、その私領

を後白河院に寄進している。重頼のとき源頼朝に重用され、その娘が義経の妻となったが、

義経没落の際、縁坐して重頼は誅された。しかしその後も河越氏は依然として御家人の上

位に位置し、室町時代に至るまで、有力武将として活躍した。この間、河越館が河越氏の

居館として継続したものと思われ、本史跡は、鎌倉時代から室町時代にかけての関東武士

の館跡を考察しうる遺跡として重要なものである。

（『月刊文化財』（12 月号：昭和 50 年 12 月 1 日発行）より引用）
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第３節　文献調査の成果からみる河越館跡第３節　文献調査の成果からみる河越館跡

昭和 45 年（1970）の史跡範囲確認調査を皮切りに、史跡指定前に 9 次、史跡指定後に

18 次の計 27 次に及ぶ発掘調査が河越館跡で行われた。以下では各調査の概要とその成

果を確認し、河越館跡の特徴を把握するが、文献に基づく理解も欠かすことができないた

め、まずは文献からみる河越館の歴史を見ていくこととする。

Ⅰ．平安時代末期の河越館
平安時代末期、平氏の流れをくむ秩父氏は武蔵国内の河川流域に進出していった。秩父

氏から分かれた一族のひとつである河越氏は、当初武蔵国大蔵（現在の埼玉県嵐山町）を

拠点としたが、河越能
よしたか

隆（葛
つづらぬき

貫別
べっとう

当）が同族の畠
はたけやま

山氏との家督争いに敗れ、葛貫に拠点を

移した。『保
ほうげん

元物語』によると、河越氏は保元元年 (1156) に起こった保元の乱で後白河天

皇方に味方し、「河越」姓を名乗っていたことが確認できる（写真 3-1）が、この頃は河

越にいないため「河越」姓を名乗ったとは考えにくいこと、そして『保元物語』の成立は

鎌倉時代前～中期と推測されていることから、実際には後白河上皇創建の京都新
い ま ひ え し ゃ

日吉社に

土地を寄進して河越荘が成立した永暦元年 (1160) 頃に、「河越」姓を名乗ったと考えられ

ている。年代的には能隆の子重
しげより

頼の頃と思われる。河越氏は新日吉社を河越荘に勧請した

ことから、新日吉社（現在の上戸日枝神社）が所在する現在の川越市上戸付近に館を構え

たとされている。

重頼は妻方の比
ひ き

企氏を通じた縁のある源頼朝との約束により、娘を弟義経に嫁せること

となり、源氏と姻戚関係を結んだ。こうして重頼は、後白河上皇、平氏、そして源氏と三

つの勢力と関係を結び、家の存続のため様々な手段を講じた。この後、義経の縁者であっ

たため重頼・重房父子は誅
ちゅうさつ

殺され、所領も一時没収される。

Ⅱ．鎌倉時代～南北朝時代の河越館
河越氏は重頼らが殺害され所領を没収されたものの、一族の滅亡は免れ、没収された所

領は後に後家尼に安堵された。その後、勢力の衰えた河越氏は執権北条氏との結びつきを

強め勢力を回復する。特に鎌倉中期以降、河越氏は目覚ましい繁栄を遂げる。

嘉禄 2 年 (1226)4 月、河越重
しげかず

員が「武
むさしのくに

蔵国留
る す ど こ ろ

守所惣
そうけんぎょうしき

検校職」に任じられ (『吾
あづまかがみ

妻鏡』)（写

真 3-2）、文応元年 (1260)11 月には、経
つねしげ

重は鎌倉大仏を造るなど当時一流の鋳物師であっ

た丹
た ん じ ひ さ と も

治久友に発注した銅鐘を河越荘内の新日吉社に奉納している（写真 3-3）。また安達

泰
やすもり

盛等の呼びかけに応じ、文永 9 年 (1272)5 月、高野山参詣の町
ちょういし

石を１本奉納している（写

真 3-4）。これらは、河越氏が幕府御家人としての地位を高め、財政的に豊かであったこ

とをよく現している。

また、13 世紀後半成立の仏教説話集『発
ほっしんしゅう

心集』（写真 3-5）には、河越氏の館が入間川

の洪水被害にあった話が登場する（浅見和彦・伊東玉美 2014）。説話集とはいえ、実話を
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写真 3-1　『保元物語』
（出典：国立公文書館デジタルアーカイブ）

写真 3-3　銅鐘（養寿院蔵）
写真 3-4　高野山町石

（複製、 川越市立博物館蔵）

写真 3-2　『新刊吾妻鏡』（巻 28）
（出典：国立公文書館デジタルアーカイブ）

写真 3-5　『発心集』
（出典：国立公文書館デジタルアーカイブ）
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下敷きにしていると考えられ、鎌倉時代における河越氏の土地利用の様子をうかがうこと

ができる。

室 町 時 代 に な る と、 河 越 氏 は、 鎌 倉 公 方 足 利 基
もとうじ

氏 と の 関 係 を 強 め た。 ま た、（武 蔵）

平
へ い い っ き

一揆と呼ばれる平氏系の在地武士団の中心的存在でもあった。平一揆は、武蔵国秩父平

氏の系譜をひく武士等を中心に構成され、そこに地元の有力武士が集まって結成された関

東有数の国人一揆であった。河越では、古尾谷荘の古
ふ る お や

尾谷氏や仙波荘の仙
せ ん ば

波氏などの有力

武士も加わった一揆であった。

鎌倉府では基氏が没すると重臣の畠山国
くにきよ

清が勢力を失い、上杉憲
のりあき

顕が重用されるように

なり、 憲顕は平一揆と対立する。 応安元年 (1368)2 月、 憲顕と平一揆は合戦となり、 鎌

倉府は憲顕の甥、上杉朝
ともふさ

房を大将として討伐軍を結成し、同年 6 月に平一揆を鎮圧した。

河越氏はこの合戦で敗北して伊勢に逃れ、これ以降、河越氏などに関係する史料等は確認

できなくなる。

こうした河越氏の栄枯盛衰を踏まえ、河越氏が最も繁栄した頃、つまり、鎌倉中期頃か

ら室町初期頃の館について考えてみる。それは、『一遍聖繪』( 正安元年「1299」成立 )（写

真 3-6）に描かれている武士の館、それが河越館と共通する要素を備えた館の姿と思われ

る。つまり、平場に四方を板塀か樹木と溝で囲まれた方形館に、物見台が上にある正門が

存在し、館の内は、主
お も や

屋を中心に、副
そ え や

屋、厩
うまや

、持
じ ぶ つ ど う

仏堂、広場などの建物が存在する姿であ

ろう。上戸は、屋敷や宗教施設など、異なる役割を有する区画が複数存在し、河越氏の他、

その家臣などが集住し、多くの人々が交流した地方都市の中心地と考えられる。

写真 3-6　『一遍聖繪』（模本、 巻第四、 東京国立博物館蔵）
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Ⅲ．都市的な場の時代
近世成立の史料ではあるが、『南

な ん ぽ う き で ん

方紀伝』及び『桜
お う う ん き

雲記』には、河越氏は平一揆の乱で

敗れて伊勢に逃がれたと記されているが、 以降は当地に関連する史料は非常に少ない。

平一揆の乱の後、当地は鎌倉府の直轄領となった。河越氏の持仏堂が起源とされる時宗

常
じょうらくじ

楽寺は、開山の中
ちゅうせいちとく

政智徳が元応３年（1323）に没したと伝わるため、開山時期は 14 世

紀前半と推測される。

また、この頃の河越氏は、上野国世
せ ら だ

良田の長
ちょうらくじ

楽寺から月
げっせんしんかい

船琛海を河越荘に招き、東
と う え い じ

栄寺

（東永寺） という寺院を創建して禅宗に帰依したと伝わる（『東
とうふくだいはち

福第八法
ほうしょうぜんじ

照禅師 十
じゅうじょうぼう

乗 坊

行
ぎょうじょう

状 』）。東栄寺の創建時期は月船琛海の長楽寺在任期間から弘安 5 年（1282）～徳治 2

年（1307）頃と考えられる。東栄寺の具体的な所在地は不明だが、河越館周辺にあった

可能性が高い。東栄寺は後に曹洞宗宏
わ ん し は

智派の寺院となり、平一揆の乱の 4 年後にあたる

応安 5 年（1372）、夢
む そ う そ せ き

窓疎石の弟子・義
ぎどうしゅうしん

堂周信が訪れたことが義堂周信の日記『空
くう

華
げ

日
にちよう

用

工
く ふ う

夫 略
りゃくしゅう

集 』に記されている。同日記によると、当時の東栄寺について「茅
ぼうおく

屋単于」と記

され、謙称でないとすれば粗末な寺の様相を呈していたようである。なお、14 世紀成立

の『異
い せ い て い き ん お う ら い

制庭訓往来』（写真 3-7）には全国の銘茶産地が紹介されており、その中に「武蔵河越」

が記載されている。河越荘内では禅宗系寺院での需要もあって茶の栽培が進んだものと思

われる。

そ の 後、『遊
ゆ ぎ ょ う え ん ぎ

行 縁 起』 に は、 時 宗 15 代 上 人 の 尊
そ ん ね

恵 が 常 楽 寺 を 訪 れ 念 仏 札 を 配 っ た 際

に 多 く の 人 々 が 集 ま っ た と い う 記 述 が あ る。 ま た、 文 明 18 年 (1486) 冬 頃 の 記 録、 京

都 聖
しょうごいんもんぜき

護 院 門 跡 の 道
どうこう

興 が 記 し た『廻
か い こ く ざ っ き

国 雑 記』（写 真 3-8） に よ る と、 常 楽 寺 と、 修 験 坊 の

最
さいしょういん

勝院 ( 大
だいこういん

廣院か。明治期に廃寺）、新日吉社の別
べ っ と う じ

当寺に逗留したという記述がある。こ

のように、当時の河越館跡周辺は複数の寺院が存在し、何かあればすぐに人々が集まって

くるような賑わいのある場所であったことがわかる。

写真 3-8　『廻国雑記』
（出典：国立公文書館デジタルアーカイブ）

写真 3-7　『異制庭訓往来』
（出典：国立公文書館デジタルアーカイブ）
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Ⅳ．上
う わ ど

戸陣
じん

の時代
文明 18 年 (1486)7 月に起こった太

お お た ど う か ん

田道灌暗殺は、 関東の勢力関係に大きな影響を及

ぼし、翌長享元年 (1487) から永正 2 年 (1505)3 月までの約 18 年間、山
やまのうち

内上杉家と 扇
おうぎがやつ

谷

上杉家が全面対立を起こし、在地武士まで巻き込んだ大規模な内乱となった。こうした

中、 上戸には山内上杉氏方によって陣所が築かれた。 この上戸陣は、 明応 6 年 (1497)、

扇谷上杉氏の拠点である河越城（扇谷上杉氏が古河公方足利氏に対抗するため、長禄元

年 (1457) に太田道真・道灌父子へ命じて築城させた、武蔵国における扇谷上杉氏の本拠

地の城。p.22 第 2 ‐ 11 図中央参照）に対抗するため築かれたとされる。その後、文亀 2

年 (1502)6 月、連歌師宗
そ う ぎ

祇、宗
そうちょう

長子弟がこの陣所に逗留し連歌会を催したことが、『宗祇

終焉記』に記されている。またこの頃、『松陰私語』によると、古河公方とその供の武将

3,000 騎余が、上戸陣に滞在したことが記されている。さらに、『石川忠
ただふさ

総留
とどめがき

書』(17 世紀

初期頃成立 ) によると、永正元年 (1504)8 月、山内上杉顕
あきさだ

定は河越城を攻めるため、上戸

陣から仙波陣所に移動し、同年 12 月になると、扇谷上杉朝
ともよし

良が山内上杉方の武将、長尾

与
よ ご ろ う

五郎が守る上戸陣を攻めたことが記されている。

このように、上戸陣は扇谷上杉氏との合戦に備え、山内上杉氏方によって築かれた軍勢

の駐屯所であり、古河公方の軍勢 3,000 騎余が逗留できる規模であったと考えられる。

Ⅴ．大道寺氏の時代
天文 6 年 (1537)7 月、北条氏

うじつな

綱が扇谷上杉朝
ともさだ

定との合戦で勝利すると、河越城を配下に

治め、河越支配を始めた。領内家臣の所領高と領地名を書き上げた『小田原衆所領役帳』

( 永禄 2 年「1559」成立 ) によると、氏綱の嫡男、氏
うじやす

康時代の上戸は、御
おうままわりしゅう

馬廻衆の新田又

七郎の所領 ( 永 20 貫 300 文 ) として記載されている。その後、北条氏による武蔵国の領

国支配が安定してくると、重臣等に所領を与えるようになる。この流れの中で上戸地方の

領主は、側近の新田氏から、重臣で河越城代の大
だ い ど う じ

道寺氏に替わったと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、江戸時代後期に編纂された地誌　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『新
し ん ぺ ん む さ し ふ ど き こ う

編 武 蔵 風 土 記 稿』( 写 真 3-9) の 常 楽 寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の項には、かつて大道寺氏の砦があった場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所で、常楽寺に大道寺政繁の墓碑 ( 宝篋印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塔か ) や同家ゆかりの奉納品が伝来したこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と等が記載されている。しかし、同時代史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料が現存しないため、大道寺氏の館が上戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に存在したことは、現状では伝承の域を出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。
写真 3-9　『新編武蔵風土記稿』

（出典：国立公文書館デジタルアーカイブ）
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第４節　発掘調査の成果からみる河越館跡第４節　発掘調査の成果からみる河越館跡

Ⅰ．指定に先立つ発掘調査（第 3-1 図）
【河越館跡第 1 次調査（昭和 44 年度）】

史跡範囲の確認調査であり、西側土塁の西側にトレンチを設定し調査を行った。その結

果、土塁の外側に堀跡を確認した。

【河越館跡第 2 次調査（昭和 45 年度）】
当初、学校建設予定地としてあてられた史跡範囲内北側の大字上戸 379 － 5 他におい

て市が調査を実施した。古墳時代後期から平安時代の竪穴建物 16 棟の他、井戸 10 基 ( う

ち 4 基は中世 )、土坑 2 基、堀 3 条 ( うち 2 条は中世 )、掘立柱建物 2 基 ( いずれも中世 )

等を検出した。

【河越館跡第 3 次調査（昭和 46 年度）】
第 2 次調査に引き続き、指定範囲内北側の大字鯨井 1757 他において実施した。検出さ

れた遺構は堀 2 条 ( いずれも中世 )、溝 4 条 ( うち 2 条は中世 )、掘立柱建物 5 棟 ( うち 3

棟は中世 )、井戸 I5 基 ( うち 3 基は中世 )、集石遺構 4 基、竪穴建物 15 棟 ( うち 4 棟は平

安時代 ) などである。この調査においては、史跡としての遺構保存のため、プランの確認

のみで掘削をしなかったものが多い。これ以後、プラン確認の調査が主体となった。

【河越館跡第 4 ～ 6 次調査（昭和 47 ～ 49 年度）】
これまでの調査と異なり、指定範囲内の要所に対してトレンチ調査を実施した。第 2 次・

第 3 次調査区の間を広く面的に調査したＡ区、東に延長した A' 区、指定範囲東側限界の

遺構把握のための B・F 区、指定範囲北西コーナー部である D 区というように、範囲確認

に主眼を置いた。検出された遺構は堀 14 条、溝 2 条、井戸 2 基、掘立柱建物 2 棟、竪穴

建物 6 軒等である。

【河越館跡第 7 次調査（昭和 50 年度）】
上戸小学校校舎建設予定地の調査であり、指定範囲外である。検出した遺構は、堀 2 条

( 中世 )、井戸 1 基 ( 中世 )、溝 1 条 ( 中世 )、竪穴建物 2 棟 ( 平安時代 ) 等であった。

【河越館跡第 8 次調査（昭和 51 年度）】
上戸小学校校地プール部分の調査である。調査区のほぼ中央を近世の堀が東西に展開し

ており、西へ辿ると現在の常楽寺裏手にある堀状の窪地へ繋がると思われる。検出した遺

構は堀 2 条、土坑 89 基 ( 中世 )、井戸 11 基 ( 中世 )、竪穴建物 7 棟 ( 平安時代 ) 等である。

土坑は規模も形状も様々であり、方形土坑のなかには底部が硬化したものや配石を伴うも




